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︻

序

︼
本
書
作
成
の
目
的

︱

序
に
代
え
て

漢
方
︵
こ
こ
で
は
薬
物
治
療
と
し
て
の
漢
方
︶
に
は
︑
漢
方
医
学
的
な
病
態
把
握
方
法
と
︑
生
薬
を
用
い
て
構
成

し
た
方
剤
に
よ
る
治
療
手
段
の
二
面
が
あ
る
︒
漢
方
製
剤
の
保
険
薬
価
大
量
収
載
に
よ
り
漢
方
薬
︵
ほ
と
ん
ど
は
漢

方
製
剤
︑
エ
キ
ス
剤
︶
の
臨
床
使
用
は
広
く
普
及
し
︑
各
種
の
研
究
や
エ
ビ
デ
ン
ス
の
構
築
が
進
ん
で
い
る
︒
し
か

し
︑
生
薬
を
用
い
た
方
剤
と
臨
床
が
そ
の
原
点
で
あ
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
︒

生
薬
を
用
い
︑
重
症
患
者
や
難
治
の
患
者
に
入
院
診
療
を
含
め
た
漢
方
診
療
を
行
う
こ
と
は
︑
漢
方
本
来
の
臨
床

効
果
を
評
価
す
る
た
め
に
も
︑
今
後
の
漢
方
製
剤
発
展
の
た
め
に
も
必
要
で
あ
る
︒
さ
ら
に
︑
西
洋
医
学
主
体
の
現

代
医
療
だ
け
で
は
十
分
な
満
足
の
得
ら
れ
な
い
患
者
に
︑
漢
方
と
い
う
異
な
る
角
度
か
ら
満
足
度
向
上
を
も
た
ら
す

た
め
に
も
重
要
で
あ
る
︒
し
か
し
我
が
国
に
お
け
る
現
行
の
医
療
制
度
下
で
は
︑
薬
価
や
診
療
報
酬
上
の
評
価
が
十

分
で
は
な
い
と
い
っ
た
問
題
も
あ
り
︑
生
薬
を
用
い
た
診
療
を
実
践
す
る
臨
床
家
は
わ
ず
か
に
な
っ
て
き
た
︒

処
方
集
と
し
て
は
︑
こ
れ
ま
で
に
多
く
の
方
剤
を
収
載
し
た
優
れ
た
本
も
い
く
つ
か
刊
行
さ
れ
て
い
る
︒
そ
こ
で

本
書
は
︑
処
方
集
と
し
て
の
役
割
だ
け
で
は
な
く
︑
生
薬
を
用
い
た
漢
方
診
療
を
実
践
中
の
︑
あ
る
い
は
実
践
を
目

指
す
医
家
と
︑
そ
の
処
方
を
調
剤
し
服
薬
指
導
な
ど
を
行
う
薬
剤
師
の
方
々
の
日
常
業
務
に
役
立
つ
こ
と
を
目
指
し
︑
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多
く
の
処
方
を
収
集
す
る
こ
と
や
学
問
的
に
深
く
掘
り
下
げ
る
こ
と
は
他
書
に
譲
り
︑
生
薬
診
療
を
実
践
す
る
た
め

の
マ
ニ
ュ
ア
ル
と
し
て
利
用
い
た
だ
け
る
よ
う
な
内
容
と
し
た
︒

著
者
は
︑
昭
和

年
︵
�
�
�
�
年
︶
に
富
山
医
科
薬
科
大
学
︵
現
・
富
山
大
学
︶
で
病
棟
を
持
つ
漢
方
医
を
開

57

始
し
て
以
来
︑
現
在
ま
で
外
来
と
入
院
診
療
で
生
薬
処
方
を
続
け
て
い
る
︒
こ
れ
ま
で
の
経
験
が
生
薬
診
療
の
実
行

に
少
し
は
お
役
に
立
つ
こ
と
も
あ
ろ
う
か
と
︑
本
書
を
ま
と
め
る
に
至
っ
た
︒

本
書
は
白
衣
の
ポ
ケ
ッ
ト
に
入
る
大
き
さ
と
し
た
︒
生
薬
診
療
や
調
剤
の
現
場
の
お
役
に
立
つ
こ
と
が
あ
れ
ば
幸

い
で
あ
る
︒

︻
謝

辞
】

本
書
編
集
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
方
々
を
記
し
︑
厚
く
感
謝
い
た
し
ま
す
︒
︵
敬
称
略
)

福
島
県
立
医
科
大
学
会
津
医
療
セ
ン
タ
ー

漢
方
医
学
講
座

齋
藤
龍
史
︑
畝
田
一
司
︑
秋
葉
秀
一
郎

佐
橋
佳
郎
︵
現
・
北
里
大
学
東
洋
医
学
総
合
研
究
所
)

総
合
内
科
学
講
座

上
野
孝
治

消
化
器
内
科
学
講
座

金
子
彰

附
属
病
院
薬
剤
部

二
瓶
恵
子

薬
事
日
報
社
出
版
局

河
辺
秀
一

︻
解

説
︼
本
処
方
集
成
立
の
過
程
に
つ
い
て

著
者
は
︑
国
立
富
山
医
科
薬
科
大
学
︵
現
・
国
立
大
学
法
人
富
山
大
学
︶
附
属
病
院
和
漢
診
療
室
︵
現
・
和
漢
診

療
部
︶
で
初
め
て
漢
方
生
薬
診
療
を
行
い
︑
そ
の
後
︑
株
式
会
社
麻
生
・
飯
塚
病
院
漢
方
診
療
科
を
経
て
︑
現
在
の

福
島
県
立
医
科
大
学
会
津
医
療
セ
ン
タ
ー
附
属
病
院
漢
方
内
科
で
生
薬
診
療
を
行
う
に
至
っ
た
︒
そ
の
過
程
で
︑
富

山
時
代
︵
�
�
�
�
年
�
月
ま
で
︶
に
用
い
て
い
た
処
方
集
︵
富
山
版
︶
︑
飯
塚
病
院
に
転
勤
す
る
と
と
も
に
修
正
を

加
え
た
︵
�
�
�
�
年
�
月
ま
で
︶
処
方
集
︵
飯
塚
版
︶
︑
さ
ら
に
少
し
ず
つ
修
正
し
て
い
る
現
在
︵
�
�
�
�
年
	

月
ま
で
︶
の
処
方
集
︵
会
津
版
︶
へ
と
変
化
し
て
き
た
︒
本
処
方
集
は
会
津
版
が
基
本
で
あ
る
︒
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安あ
ん

中
ち
ゅ
う

散さ
ん

︵

料
り
ょ
う

︶
︽
和
剤
局
方
︾

桂
皮

延
胡
索

牡
蛎

茴
香

縮
砂

5.0

4.0

4.0

2.0

1.5

甘
草

良
姜

1.5

0.7

治
遠
年
日
近
脾
疼
翻
胃
︑
口
吐
酸
水
︑
寒
邪
之
気
留
滞

於
内
︑
停
積
不
消
︑
胸
膈
脹
満
︑
攻
刺
腹
脇
︑
悪
心
嘔

逆
︑
面
黄
肌
痩
︑
四
肢
倦
怠
．
又
治
婦
人
血
気
刺
痛
︑

少
腹
連
腰
攻
注
重
痛
︑
並
能
治
之
．

医い

王お
う

湯と
う

︽
弁
惑
論
︾
補ほ

中
ち
ゅ
う

益え
っ

気き

湯と
う

胃い

風ふ
う

湯と
う

︽
和
剤
局
方
︾

当
帰

芍
薬

人
参

白
朮

茯
苓

3.0

3.0

3.0

3.0

4.0

桂
皮

⃝外
粟

川
芎

2.0

2.0

3.0

治
大
人
︑
小
児
風
冷
乗
虚
入
客
腸
胃
︑
水
穀
不
化
︑
泄

瀉
注
下
︑
腹
脇
虚
満
︑
腸
鳴
疚
痛
︑
及
腸
胃
湿
毒
︑
下

如
豆
汁
︑
或
下
瘀
血
︑
日
夜
無
度
︑
並
宜
服
之
．

▢三
下
痢
便
が
ガ
ス
と
と
も
に
飛
び
散
る
︒

胃い

苓れ
い

湯と
う

︽
万
病
回
春
︾

蒼
朮

厚
朴

陳
皮

大
棗

生
姜

3.0

3.0

3.0

2.0

1.0

甘
草

芍
薬

猪
苓

沢
瀉

白
朮

1.0

3.0

3.0

3.0

3.0

茯
苓

桂
皮

3.0

2.0

治
脾
胃
不
和
︑
腹
痛
泄
瀉
︑
水
穀
不
化
︑
陰
陽
不
分
．

▢三
平
胃
散
︵
料
︶
＋
五
苓
散
︵
料
︶
＋
芍
薬

異い

功こ
う

散さ
ん

︵

料
り
ょ
う

︶
︽
小
児
薬
証
直
訣
︾

人
参

白
朮

茯
苓

陳
皮

生
姜

4.0

4.0

4.0

4.0

0.5

大
棗

甘
草

1.0

1.0

▢三
四
君
子
湯
加
陳
皮

痿い

証
し
ょ
う

方ほ
う

︽
秘
方
集
験
︾

当
帰

芍
薬

牛
膝

蒼
朮

知
母

5.0

3.0

3.0

3.0

3.0

黄
耆

黄
柏

地
黄
・
熟

杜
仲

2.0

1.5

5.0

1.5

腰
以
下
痿
シ
テ
不
起
者
ノ
初
起
ニ
効
ア
リ
︵
勿
誤
薬
室

方
函
口
訣
︶
．

あ

安

医

胃

1819

い

胃

異

痿
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温う
ん

経け
い

湯と
う

︽
金
匱
要
略
︾

麦
門
冬

半
夏

当
帰

呉
茱
萸

川
芎

10.0

8.0

2.0

3.0

2.0

芍
薬

人
参

桂
皮

牡
丹
皮

甘
草

2.0

2.0

2.0

2.0

2.0

生
姜

阿
膠

1.0

2.0

婦
人
年
五
十
所
．
病
下
利
．
數
十
日
不
止
．
暮
即
發
熱
．

少
腹
裏
急
．
腹
滿
．
手
掌
煩
熱
．
脣
口
乾
燥
．

▢三
上
熱
下
寒
で
手
掌
煩
熱
＋
唇
口
乾
燥
︒

温う
ん

清せ
い

飲い
ん

︽
万
病
回
春
︾

当
帰

芍
薬

川
芎

地
黄
・
熟

黄
連

4.0

4.0

4.0

4.0

1.5

黄
芩

黄
柏

山
梔
子

3.0

1.5

2.0

治
婦
人
経
脈
不
往
︑
或
如
豆
汁
︑
五
色
相
雑
︑
面
色
痿

黄
︑
臍
腹
刺
痛
︑
寒
熱
往
来
︑
崩
漏
不
止
．

▢三
強
い
熱
が
こ
も
り
︑
皮
膚
枯
燥
︒
虚
実
は
幅
広
く
適

応
︒

温う
ん

胆た
ん

湯と
う

︽
千
金
方
︾
千せ

ん

金き
ん

温う
ん

胆た
ん

湯と
う

半
夏

茯
苓

陳
皮

竹
茹

甘
草

6.0

6.0

3.0

3.0

1.5

枳
実

生
姜

1.5

1.5

治
大
病
後
虚
煩
不
得
眠
此
胆
寒
故
也
．

温う
ん

肺ぱ
い

化か

飲い
ん

湯と
う

︽
傷
寒
論
・
金
匱
要
略
︾

小
し
ょ
う

青せ
い

竜
り
ゅ
う

湯と
う

温う
ん

脾ぴ

湯と
う

︵
千せ
ん

金き
ん

︶
︽
千
金
方
︾

甘
草

乾
姜

人
参

附
子
適
量

大
黄
適
量

4.0

3.0

2.0

治
下
久
赤
白
連
年
不
止

及
霍
乱
脾
胃
冷
実
不
消
．

▢三
末
期
慢
性
腎
不
全
に
応
用
︒

温う
ん

脾ぴ

湯と
う

︵
本ほ
ん

事じ

方ほ
う

︶
︽
本
事
方
︾

甘
草

乾
姜

厚
朴

桂
皮

附
子
適
量

4.0

3.0

4.0

4.0

大
黄
適
量

治
痼
冷
在
腸
間
︑
連
年
腹
痛
泄
瀉
︑
休
作
無
時
︑
服
諸

熱
薬
不
効
︑
宜
先
取
去
︑
然
後
調
治
易
差
︑
不
可
畏
虚

以
養
病
也
．
︵
勿
誤
薬
室
方
函
)

▢三
腹
満
を
伴
う
末
期
慢
性
腎
不
全
に
応
用
︒

益え
っ

気き

湯と
う

︽
和
剤
局
方
︾

四し

君く
ん

子し

湯と
う

︑
四し

味み

湯と
う

︑
健け

ん

脾ぴ

益え
っ

気き

湯と
う

う

温

2627

う

温

益
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黄お
う

芩ご
ん

加か

半は
ん

夏げ

生
し
ょ
う

姜
き
ょ
う

湯と
う

︽
傷
寒
論
︾

黄
芩

芍
薬

甘
草

大
棗

生
姜

半
夏

5.0

3.0

3.0

5.0

1.5

8.0

太
陽
與
少
陽
合
病
．
自
下
利
者
．
與
黄
芩
湯
．
若
嘔
者
．

黄
芩
加
半
夏
生
薑
湯
主
之
．

▢三
黄
芩
湯
証
に
し
て
嘔
吐
と
あ
る
が
︑
黄
芩
湯
で
間
に

合
う
こ
と
が
多
い
︒

黄お
う

土ど

湯と
う

︽
金
匱
要
略
︾

⃝外
黄
土

黄
芩

甘
草

地
黄
・
乾

白
朮

8.0

3.0

3.0

3.0

3.0

阿
膠

附
子
適
量

3.0

下
血
．
先
便
後
血
．
此
遠
血
也
．
黄
土
湯
主
之
．

▢三
明
ら
か
な
陰
証
の
出
血
傾
向
︒
芎
帰
膠
艾
湯
が
及
ば

な
い
と
き
︒

黄お
う

連れ
ん

湯と
う

︽
傷
寒
論
︾

半
夏

黄
連

甘
草

桂
皮

大
棗

6.0

3.0

3.0

3.0

3.0

人
参

乾
姜

2.0

3.0

傷
寒
胸
中
有
熱
．
胃
中
有
邪
氣
．
腹
中
痛
．
欲
嘔
吐
者
．

黄
連
湯
主
之
．

▢三
上
熱
中
寒
の
嘔
気
︒
顔
は
赤
い
が
心
下
に
冷
え
を
触

知
す
る
こ
と
が
多
い
︒

黄お
う

連れ
ん

阿あ

膠
き
ょ
う

湯と
う

︵
外が
い

来ら
い

用よ
う

︶
︽
傷
寒
論
︾

黄
連

芍
薬

黄
芩

阿
膠

4.0

2.0

2.0

3.0

少
陰
病
．
得
之
二
三
日
以
上
．
心
中
煩
不
得
臥
．
黄
連

阿
膠
湯
主
之
．

▢三
熱
候
は
あ
る
が
虚
弱
で
皮
膚
は
乾
燥
︒
し
ば
し
ば
沈

み
込
む
よ
う
な
倦
怠
感
︒

黄お
う

連れ
ん

阿あ

膠
き
ょ
う

湯と
う

︵

入
に
ゅ
う

院い
ん

用よ
う

︶
︽
傷
寒
論
︾

黄
連

芍
薬

黄
芩

阿
膠

⃝外
卵
黄

箇

4.0

2.0

2.0

3.0

1

少
陰
病
．
得
之
二
三
日
以
上
．
心
中
煩
不
得
臥
．
黄
連

阿
膠
湯
主
之
．

黄お
う

連れ
ん

解げ

毒ど
く

湯と
う

︵
回か
い

春
し
ゅ
ん

︶
︽
万
病
回
春
︾

黄
連

黄
芩

黄
柏

山
梔
子

柴
胡

2.0

3.0

1.5

2.0

3.0

連
翹
1.5

治
三
焦
実
火
︑
内
外
皆
熱
︑
煩
渇
︑
小
便
赤
︑
口
生
瘡
．
／

譫
語
如
狂
者
．

▢三
外
台
の
黄
連
解
毒
湯
証
で
胸
脇
苦
満
が
無
視
で
き
な

い
と
き
︒

お

黄

3233

お

黄
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︵
二
)

副
作
用
の
判
断
：
体
調
や
症
状
の
悪
化
が
服
用
し
た
漢
方
薬
に
起
因
す
る
と
き
は
︑
直
ち
に
服
用
を
中
止
す

る
の
が
原
則
で
あ
る
︒
し
か
し
漢
方
診
療
受
診
者
は
繊
細
な
こ
と
も
多
く
︑
体
調
の
悪
化
が
漢
方
薬
に
よ
る

も
の
と
の
思
い
込
み
で
あ
る
例
も
し
ば
し
ば
あ
る
︒
服
薬
と
症
状
消
長
の
時
間
的
な
関
係
に
は
注
意
が
必

要
で
あ
る
︒
詳
細
は
副
作
用
の
項
目
︵
お
役
立
ち
情
報
一

ペ
ー
ジ
︑
三

ペ
ー
ジ
︶
を
参
照
の
こ
と
︒

281

325

︻
生
薬
処
方
の
調
製
】

一

生
薬
の
保
存

︵
一
)

漢
方
調
剤
室
は
通
年
︑

℃
以
下
︑
湿
度

％
以
下
と
し
て
い
る
︒
カ
ビ
や
虫
の
発
生
を
予
防
す
る
た
め
︒

25

40

︵
二
)

漢
方
調
剤
室
は
強
制
換
気
や
陰
圧
が
好
ま
し
い
︒
生
薬
粉
末
の
外
部
へ
の
飛
散
に
よ
り
︑
ア
レ
ル
ギ
ー
症
状

を
来
す
こ
と
が
あ
る
た
め
︒

︵
三
)

家
庭
で
の
保
存
︵
調
剤
後
の
処
方
︶
：
冷
蔵
庫
保
管
を
推
奨
し
て
い
る
︒

二

調
剤
：

生
薬
自
動
分
包
機
を
使
用
す
る
場
合
は
生
薬
の
不
均
一
化
に
注
意

︵
一
)

�
回
に
分
包
す
る
各
生
薬
を
秤
量
し
︑
大
き
め
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
容
器
に
入
れ
て
振
る
な
ど
良
く
撹
拌
す

る
︒

︵
二
)

作
用
の
強
い
も
の
︵
�

附
子
・
麻
黄
・
大
黄
︶
︑
比
重
の
異
な
る
も
の
︵
�

竜
骨
・
牡
蠣
・
蘇
葉
・
薄
荷
︶
︑

細
か
い
も
の
︵
�

車
前
子
・
粳
米
・
牛
蒡
子
︶
な
ど
は
︑
合
匕
で
�
日
分
ず
つ
正
確
に
秤
量
し
た
方
が
よ

い
︒

268269 【生薬処方の調製】
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三

生
薬
の
修
治

一
部
生
薬
で
は
調
剤
前
に
修
治
し
て
い
る
︒

︵
一
)

酸
棗
仁

フ
ラ
イ
パ
ン
を
用
い
︑
強
火
で
殻
が
爆
ぜ
る
ま
で
約

分
間
煎
り
︑
冷
後
用
い
る
︒
殻
が
固
い
た

20

め
︒

︵
二
)

麻
子
仁

殻
が
固
い
た
め
︑
殻
を
乳
鉢
ま
た
は
薬
研
で
砕
く
︒
油
脂
分
が
多
く
︑
用
時
調
製
す
る
︒

四

湯
剤
︵
煎
じ
薬
︶
の
煎
じ
方

傷
寒
論
な
ど
の
古
典
で
は
︑
生
薬
別
に
入
れ
る
順
序
や
方
法
が
記
載
さ
れ
て
い
る
が
︑
現
在
は
便
宜
上
︑
全
量
を

一
緒
に
煎
じ
る
こ
と
が
多
い
︒

日
本
薬
局
方
﹁
生
薬
関
連
製
剤
各
条
﹂
の
浸
剤
・
煎
剤
の
項
に
は
︑
﹁
通
例
︑
一
日
量
の
生
薬
に
常
水
�
�
�
～

	
�
�

を
加
え
︑

分
以
上
か
け
て
半
量
を
目
安
と
し
て
煎
じ
︑
温
時
︑
布
ご
し
す
る
﹂
と
記
さ
れ
て
い
る
︒

mL

30

︵
一
)

煎
じ
時
間
：

一
般
の
処
方
：
沸
騰
後

分
︵
水
か
ら

分
︑
沸
騰
す
る
ま
で

分
程
度
の
火
力
︶

30

40

10

烏
頭
含
有
方
剤
：
沸
騰
後

分
︵
水
か
ら

分
︶
︵
烏
頭
は
特
に
ア
コ
ニ
チ
ン
等
の
ジ
エ
ス
テ
ル
型
ア
ル

50

60

カ
ロ
イ
ド
を
多
く
含
有
し
︑
安
全
の
た
め
長
く
加
熱
し
減
毒
す
る
︶

︵
二
)

煎
じ
上
が
り
量
：
熱
時
に
滓
を
越
し
た
出
来
上
が
り
の
液
量
＝
服
薬
量

標
準
︵
常
煎
法
︶
�
�
�

：
分
�
で
あ
れ
ば
︑
�
回
の
服
薬
量
は
約
�
�
�

に
な
る
︒

mL

mL

小
煎
法
�

�

中
煎
法
�
�
�

大
煎
法
�
�
�

mL

mL

mL

注

初
期
水
量
は
出
来
上
が
り
の
量
︑
構
成
生
薬
︑
使
用
す
る
器
具
に
よ
っ
て
調
節
す
る
︵
☟
六
を
参

照
︶
︒

︵
三
)

膠
飴
︵
あ
め
︶
︑
阿
膠
：
煎
じ
終
了
後
に
入
れ
る
︒

他
の
生
薬
を
煎
じ
て
濾
し
︑
煎
液
が
熱
い
う
ち
に
入
れ
て
溶
か
す
︒
再
加
熱
し
て
も
良
い
︒
膠
飴
は
溶
け

に
く
く
︑
砕
い
て
入
れ
る
と
溶
け
や
す
い
︒
阿
膠
は
再
加
熱
時
︑
底
に
焦
げ
付
く
こ
と
が
あ
る
の
で
︑
良
く

撹
拌
し
な
が
ら
溶
か
す
︒

︵
四
)

泡
剤
︵
振
り
出
し
︶

茶
こ
し
に
入
れ
る
か
︑
ガ
ー
ゼ
な
ど
で
包
み
︑
沸
騰
し
た
湯
に
入
れ
て
�
分
間
ほ
ど
軽
く
ゆ
す
っ
て
抽
出

す
る
︒
三
黄
瀉
心
湯
を
出
血
な
ど
急
性
期
に
用
い
る
場
合
は
︑
抽
出
液
を
急
い
で
冷
や
し
て
服
用
す
る
︒

︵
五
)

煎
じ
る
器
具
と
煎
じ
方
の
実
際

市
販
の
専
用
煎
じ
器
が
勧
め
ら
れ
る
︒
土
瓶
や
な
べ
な
ど
で
も
可
能
だ
が
失
敗
し
や
す
い
︒

①

一
般
的
な
用
具
の
場
合
：
土
瓶
︑
ガ
ラ
ス
︑
金
属
の
出
て
い
な
い
ホ
ー
ロ
ー
製
品
を
用
い
る
︒
良
質
の
ス
テ

270271 【生薬処方の調製】



AIZAT四山.mcd  Page 20 21/06/29 17:52  v6.10

︵
五
)

大
烏
頭
煎
：
根
拠
は
未
確
認
︒

院
内
：
調
製
後
�
週
間
以
内
と
し
て
い
る
︒

外
来
：
経
験
的
に
�
～
�
か
月
は
有
効
︵
密
封
容
器
︶
︒
容
器
の
ふ
た
を
パ
ラ
フ
ィ
ル
ム
で
密
閉
し
︑
開

封
後
�
週
間
が
目
安
︒

︻
お
役
立
ち
情
報
】

一

漢
方
薬
の
副
作
用
に
つ
い
て
︵
取
り
扱
い
要
注
意
を
含
む
)

副
作
用
と
は
︑
本
来
の
使
用
目
的
以
外
の
好
ま
し
く
な
い
作
用
で
あ
る
︒
不
適
切
な
使
用
に
よ
る
障
害
の
発
生
は

副
作
用
で
は
な
く
︑
誤
用
で
あ
り
時
に
濫
用
で
あ
る
︒
し
か
し
︑
こ
こ
で
は
誤
用
も
含
め
︑
臨
床
現
場
で
取
り
扱
い

に
注
意
す
べ
き
生
薬
を
解
説
す
る
︒

︹
参
考
：
副
作
用
に
対
す
る
漢
方
の
特
殊
性
と
留
意
点
︺
漢
方
医
学
で
は
︑
患
者
の
漢
方
医
学
的
病
態
を
証
と
い

う
︒
ま
た
各
方
剤
は
そ
れ
ぞ
れ
漢
方
医
学
的
適
応
病
態
︵
方
剤
の
証
︶
を
有
す
る
︒
患
者
の
証
と
用
い
た
方
剤
の
証

が
合
っ
て
い
れ
ば
治
療
効
果
が
あ
る
は
ず
で
あ
る
︒
方
剤
の
有
効
が
確
認
さ
れ
れ
ば
︑
患
者
の
証
の
判
断
︵
診
断
︶

が
正
し
か
っ
た
こ
と
に
な
る
︒
す
な
わ
ち
︑
確
定
診
断
は
治
療
効
果
に
よ
っ
て
決
ま
る
︒

以
上
の
観
点
か
ら
︑
投
与
し
た
漢
方
方
剤
が
無
効
あ
る
い
は
病
態
の
悪
化
を
招
け
ば
︑
そ
れ
は
誤
診
と
考
え
ら
れ

る
︒
好
ま
し
く
な
い
作
用
を
伴
っ
た
場
合
で
も
︑
患
者
と
方
剤
の
証
が
ぴ
っ
た
り
合
っ
て
い
な
い
と
考
え
︑
処
方
を

変
更
す
る
こ
と
に
な
る
︒
こ
う
し
て
み
る
と
︑﹁
漢
方
に
副
作
用
は
な
い
﹂
と
い
う
考
え
方
も
︑
一
応
は
頷
け
る
︒
し

か
し
実
際
に
は
︑
治
療
目
標
に
は
著
効
を
示
し
て
も
︑
思
わ
ぬ
望
ま
し
く
な
い
作
用
を
随
伴
す
る
こ
と
︵
本
来
の
副

280281 【お役立ち情報】漢方薬の副作用について
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作
用
︶
が
あ
り
︑
危
険
を
伴
う
こ
と
も
あ
る
︒
ま
た
︑
使
用
法
や
適
切
な
用
法
・
用
量
を
誤
る
と
不
都
合
を
伴
い
や

す
い
生
薬
も
あ
っ
て
︑
臨
床
上
は
と
も
に
注
意
が
必
要
で
あ
る
︒

︵
一
)

副
作
用
に
注
意
す
べ
き
生
薬

①

黄
芩
︵
お
う
ご
ん
︶

重
篤
な
副
作
用
に
間
質
性
肺
炎
と
肝
機
能
障
害
が
あ
る
︒
漢
方
処
方
全
体
で
の
出
現
率
は
間
質
性
肺
炎
0.01

％
︑
肝
機
能
障
害

～

％
程
度
と
も
い
わ
れ
る
が
︑
そ
れ
以
上
の
可
能
性
も
高
い
︒
い
ず
れ
の
原
因
薬
剤

0.1

0.5

も
黄
芩
が
最
も
多
く
︑

％
前
後
と
考
え
ら
れ
る
︒
黄
芩
は
漢
方
製
剤
の

％
に
含
ま
れ
︑
特
に
小
柴
胡
湯

90

20

を
中
心
と
し
た
柴
胡
剤
な
ど
︑
慢
性
疾
患
に
頻
用
さ
れ
る
処
方
が
多
い
た
め
︑
注
意
が
必
要
で
あ
る
︒

ａ

間
質
性
肺
炎
の
主
な
初
期
症
状
は
空
咳
︑
労
作
時
息
切
れ
︑
発
熱
な
ど
で
︑
発
症
は
服
薬
開
始
後
�
か

月
以
内
に


割
程
度
と
さ
れ
る
が
数
時
間
以
内
の
こ
と
も
あ
り
︑
乾
性
咳
嗽
が
出
現
し
た
ら
一
度
は
疑

う
必
要
が
あ
る
︒

ｂ

肝
障
害
の
主
な
初
期
症
状
は
全
身
倦
怠
感
︑
黄
疸
︑
食
欲
不
振
︑
発
熱
な
ど
だ
が
半
数
以
上
が
無
症
状

と
い
わ
れ
︑
原
疾
患
に
は
有
効
な
処
方
で
も
出
現
す
る
例
が
あ
る
︒
�
か
月
以
内
の
発
症
が


割
前
後

で
︑
漢
方
処
方
開
始
後
�
-
�
か
月
以
内
に
一
度
は
血
液
検
査
を
実
施
す
べ
き
で
あ
る
︒

②

甘
草
︵
か
ん
ぞ
う
︶

漢
方
薬
の
副
作
用
で
最
も
多
い
と
思
わ
れ
る
︑
偽
ア
ル
ド
ス
テ
ロ
ン
症
を
誘
発
し
や
す
い
︒
糖
質
コ
ル
チ

コ
イ
ド
で
あ
る
コ
ル
チ
ゾ
ー
ル
は
鉱
質
コ
ル
チ
コ
イ
ド
作
用
も
有
す
る
が
︑
腎
尿
細
管
に
お
い
て

1
1b

-

h
y
d
ro
x
y
ste
ro
id
d
e
h
y
d
ro
g
e
n
a
se
︵
1
1b

H
S
D
2
︶
に
よ
り
鉱
質
コ
ル
チ
コ
イ
ド
作
用
の
な
い
コ
ル
チ
ゾ

ン
と
な
る
︒
甘
草
含
有
の
グ
リ
チ
ル
リ
チ
ン
は
腸
内
細
菌
に
よ
り
グ
リ
チ
ル
レ
チ
ン
酸
と
な
っ
て
体
内
に

吸
収
さ
れ
︑
1
1b

H
S
D
2
活
性
を
抑
制
す
る
︒
そ
の
結
果
コ
ル
チ
ゾ
ー
ル
濃
度
が
上
昇
し
鉱
質
コ
ル
チ
コ
イ

ド
作
用
が
増
強
︑
ナ
ト
リ
ウ
ム
再
吸
収
促
進
・
カ
リ
ウ
ム
排
泄
亢
進
に
よ
り
高
血
圧
や
浮
腫
︑
低
カ
リ
ウ
ム

血
症
な
ど
偽
ア
ル
ド
ス
テ
ロ
ン
症
が
出
現
し
︑
つ
い
に
は
横
紋
筋
融
解
症
の
原
因
に
な
る
︒
出
現
頻
度
は
甘

草
含
有
処
方
例
の
�
％
︵
以
上
︶
と
推
定
さ
れ
︑
多
く
は
服
薬
開
始
後
�
か
月
前
後
か
ら
徐
々
に
発
症
す
る
︒

甘
草
は
漢
方
製
剤
の

％
以
上
に
含
ま
れ
︑
高
齢
者
や
用
量
が
多
い
症
例
で
発
症
し
や
す
い
傾
向
が
あ
る

70

が
個
人
差
が
大
き
く
︑
特
に
甘
草
を
�
日

ｇ

以
上
含
む
方
剤
や
複
数
の
漢
方
製
剤
の
併
用
︑
ル
ー
プ
系
利

2.5

尿
薬
剤
と
の
併
用
に
は
要
注
意
で
あ
る
︒
甘
草
含
有
方
剤
服
用
時
に
は
︑
浮
腫
や
血
圧
上
昇
︑
低
カ
リ
ウ
ム

血
症
の
出
現
に
注
意
が
必
要
で
あ
る
︒

③

山
梔
子
︵
さ
ん
し
し
︶

腸
間
膜
静
脈
硬
化
症
の
誘
因
と
し
て
︑
山
梔
子
含
有
方
剤
の
長
期
服
用
が
強
く
疑
わ
れ
て
い
る
︒
山
梔
子
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に
ご
相
談
く
だ
さ
い
︒

⑧

芒
硝
：
瀉
下
作
用
が
あ
り
ま
す
︒
下
痢
や
腹
痛
が
強
け
れ
ば
服
薬
を
中
止
す
る
か
減
量
し
︑
医
師
か
薬
剤
師

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
︒

⑨

地
黄
：
時
に
胃
の
も
た
れ
︑
下
痢
な
ど
の
消
化
器
症
状
︑
ま
れ
に
皮
疹
の
悪
化
を
来
た
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
︒

︵
二
)

患
者
へ
の
説
明
用
資
料
：

漢
方
製
剤
︵
エ
キ
ス
剤
︶
篇

こ
の
一
覧
は
保
険
薬
価
収
載
の
漢
方
製
剤
に
つ
い
て
︑
薬
剤
投
与
時
に
患
者
へ
説
明
す
る
た
め
の
参
考

資
料
で
す
︒
添
付
文
書
記
載
内
容
と
は
必
ず
し
も
一
致
せ
ず
︑
保
険
適
応
や
漢
方
医
学
的
に
必
ず
し
も
正
確

で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
︑
漢
方
医
学
的
適
応
︵
証
︶
を
考
慮
し
た
説
明
の
参
考
に
す
る
も
の
で
す
︒

副
反
応
な
ど
に
注
意
す
べ
き
含
有
生
薬
に
つ
い
て
：
＊
は
製
剤
中
に
そ
の
生
薬
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と

を
示
し
て
い
ま
す
︒
甘
草
は
含
有
量
に
差
が
あ
り
︑
副
作
用
の
出
現
頻
度
が
変
わ
る
の
で
︑
ａ
：

ｇ

未
満
︑

2.5

ｂ
：

ｇ

以
上
／
�
日
量

に
分
け
て
い
ま
す
︒

2.5

漢
方
製
剤

副
反
応
な
ど
に
注
意
す
べ
き
含
有
生
薬

方
剤
説
明

甘
草

黄
芩

麻
黄

附
子

梔
子

大
黄

芒
硝

地
黄

安
中
散

あ
ん
ち
ゅ
う
さ
ん

ａ

み
ぞ
お
ち
の
痛
み
を
と
り
︑
消
化
を
助
け
︑
神
経
性
の
胃
痛
な
ど
を
改

善
し
ま
す
︒

胃
苓
湯

い
れ
い
と
う

ａ

体
内
の
余
分
な
水
分
を
取
り
︑
胃
腸
の
働
き
を
助
け
︑
腹
痛
︑
下
痢
︑

吐
き
気
な
ど
の
症
状
を
改
善
し
ま
す
︒

茵
蔯
蒿
湯

い
ん
ち
ん
こ
う
と
う

＊

＊

肝
臓
の
働
き
を
助
け
︑
胆
汁
の
分
泌
や
体
内
の
水
分
の
め
ぐ
り
を
改
善

し
︑
熱
や
炎
症
を
鎮
め
る
効
果
が
あ
り
ま
す
︒

茵
蔯
五
苓
散

い
ん
ち
ん
ご
れ
い
さ
ん

体
内
の
余
分
な
水
分
を
取
り
︑
炎
症
・
黄
疸
・
吐
き
気
な
ど
の
症
状
を

改
善
し
ま
す
︒

温
経
湯

う
ん
け
い
と
う

ａ

上
半
身
に
昇
っ
た
血
を
巡
ら
せ
︑
下
半
身
を
温
め
ま
す
︒

温
清
飲

う
ん
せ
い
い
ん

＊

＊

＊

体
の
熱
を
冷
ま
し
︑
血
の
巡
り
を
良
く
し
︑
皮
膚
を
潤
し
て
︑
の
ぼ
せ
︑

高
血
圧
︑
皮
膚
の
た
だ
れ
な
ど
を
改
善
し
ま
す
︒

越
婢
加
朮
湯

え
っ
ぴ
か
じ
ゅ
つ
と
う

ａ

＊

体
内
の
病
的
な
水
分
の
偏
在
を
解
消
し
︑
む
く
み
︑
腫
れ
︑
炎
症
な
ど

を
改
善
し
ま
す
︒

黄
耆
建
中
湯

お
う
ぎ
け
ん
ち
ゅ
う
と
う

ａ

病
弱
な
体
を
助
け
︑
皮
膚
の
働
き
を
正
常
化
さ
せ
ま
す
︒

黄
芩
湯

お
う
ご
ん
と
う

ｂ

＊

悪
寒
や
熱
を
伴
う
腹
痛
︑
下
痢
を
改
善
し
ま
す
︒
感
染
性
の
下
痢
な
ど

に
応
用
し
ま
す
︒
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苓
姜
朮
甘
湯

り
ょ
う
き
ょ
う
じ
ゅ
つ
か
ん
と

う

ａ

腰
や
大
腿
を
中
心
と
し
た
冷
え
や
痛
み
を
改
善
し
︑
頻
尿
に
も
応
用
し

ま
す
︒

苓
桂
朮
甘
湯

り
ょ
う
け
い
じ
ゅ
つ
か
ん
と
う

ａ

立
ち
く
ら
み
︑
と
き
に
動
悸
や
の
ぼ
せ
を
伴
う
も
の
に
応
用
し
ま
す
︒

六
味
丸

ろ
く
み
が
ん

＊

新
陳
代
謝
を
良
く
し
︑
足
腰
の
し
び
れ
や
痛
み
︑
排
尿
の
異
常
︑
浮
腫
︑

痒
み
な
ど
に
応
用
し
ま
す
︒

︵
三
)

患
者
へ
の
説
明
用
資
料
：

生
薬
処
方
篇

漢
方
製
剤
に
は
な
く
︑
著
者
の
使
用
経
験
が
あ
る
主
な
処
方
を
中
心
に
掲
載
し
て
い
ま
す
︒

患
者
へ
薬
剤
投
与
時
に
説
明
す
る
参
考
と
す
る
も
の
で
︑
必
ず
し
も
漢
方
医
学
的
に
正
確
で
は
あ
り
ま

せ
ん
︒
詳
細
は
本
文
や
︑
成
書
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
︒

方
剤
名

よ
み

方
剤
説
明

痿
証
方

い
し
ょ
う
ほ
う

足
腰
の
麻
痺
に
使
う
薬
で
す
︒

胃
風
湯

い
ふ
う
と
う

慢
性
の
下
痢
で
︑
ガ
ス
と
と
も
に
便
が
飛
び
散
る
よ
う
な
と
き
に
応
用
し
ま
す
︒

茵
蔯
四
逆
湯

い
ん
ち
ん
し
ぎ
ゃ
く
と
う

手
足
が
ひ
ど
く
冷
え
て
体
力
が
弱
っ
て
い
る
と
き
の
黄
疸
な
ど
に
用
い
る
薬
で
す
︒

烏
頭
桂
枝
湯

う
ず
け
い
し
と
う

お
腹
や
手
足
が
ひ
ど
く
痛
み
︑
時
に
は
し
び
れ
て
︑
冷
え
が
あ
る
と
き
に
使
う
お
薬
で
す
︒

烏
頭
赤
石
脂
丸
料

う
ず
し
ゃ
く
せ
き
し
が
ん
り
ょ

う

冷
え
症
で
胸
か
ら
背
中
の
激
し
い
痛
み
に
効
く
薬
で
す
︒

烏
頭
湯

う
ず
と
う

お
腹
が
絞
る
よ
う
に
痛
ん
だ
り
︑
手
足
の
関
節
が
腫
れ
て
痛
み
︑
冷
え
る
と
悪
く
な
る
状

態
に
効
く
薬
で
す
︒

烏
梅
円

う
ば
い
え
ん

冷
え
と
熱
の
両
方
を
感
じ
る
︑
治
り
に
く
い
下
痢
な
ど
に
応
用
し
ま
す
︒

烏
薬
順
気
散
料

う
や
く
じ
ゅ
ん
き
さ
ん
り
ょ
う

身
体
や
関
節
痛
︑
し
び
れ
な
ど
に
応
用
し
ま
す
︒

温
脾
湯
︵
本
事
︶

う
ん
ぴ
と
う
︵
ほ
ん
じ
︶

慢
性
腎
不
全
で
冷
え
や
便
秘
が
あ
り
お
腹
が
張
る
と
き
な
ど
に
応
用
し
ま
す
︒

温
脾
湯
︵
千
金
︶

う
ん
ぴ
と
う
︵
せ
ん
き
ん
︶

慢
性
腎
不
全
で
冷
え
や
便
秘
な
ど
を
伴
う
と
き
に
応
用
し
ま
す
︒

越
婢
加
半
夏
湯

え
っ
ぴ
か
は
ん
げ
と
う

激
し
く
咳
き
込
ん
で
顔
が
赤
く
な
り
︑
こ
み
上
げ
て
汗
ば
む
ほ
ど
ひ
ど
い
と
き
に
使
う

薬
で
す
︒
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